
















































全国 伊仙町 天城町 徳之島町
平成15年～平成19年 1.37 2.42（1位） 2.18（2位） 2.18（3位）














































































































































































































５　よりよい子育て環境のために～「NPO 法人 親子ネットワーク がじゅまるの家」の挑戦
高い地域力を背景に「子宝の島」として，高い出生率を維持している徳之島にあっても，いち早く親と











































国立社会保障・人口問題研究所調査（2010年） 2.42人 2.07人 1.71人
天城町アンケート調査（天城町まち・ひと・しごと創生より） 2.88人 ― 2.16人
徳之島町における調査アンケート（2017.1.13～14） 2.56人 ― 1.57人
出典： 国立社会保障・人口問題研究所「第14回出生動向基本調査（夫婦調査）」  
「天城町まち・ひと・しごと創生」（平成27年10月）　アンケート年月日については不明  
徳之島町のデータは今回の調査におけるアンケート結果（対象26名）
（2）農業構造の変化
農業における変化が，子育ての変化にもつながっているのではないかという，ユイの里ケーブルテレビ
有薗氏の情報を拠り所とし，農業に関するデータを調べた。
徳之島は奄美群島の中でも，農業の盛んな島である。耕地面積は，6,890ha であり総面積の28％を占め，
一戸当たりの平均耕地面積は2.5ha と全国平均の1.8ha と比較しても大きい。土地の集約が進んだことで
1.0ha 未満の小規模農家が減少し，2.0ha 以上の大規模農家が増加，専業農家の占める割合も増えている。
農業に就業している人は26％を占め，全国の4.6％の5倍以上である。3町とも，15歳以上の就業者の主な
職種では農業が1位である。新規農業者数は年度によってバラつきもあるが，認定農業者数は増加してい
る。全国のデータと比較しても，徳之島は農業に活力のある土地と言えそうである。大規模な農業経営に
なると，自宅近くに農地があった頃の農業ではなく，自宅から離れた集約された農地へ，いわば出勤して
いく形へと変化していることが窺える。自宅のそばで子どもを遊ばせながら，とはいかないであろう。亀
徳保育園では，待機児童数が20名を超えるという。以前は一定の年齢までは預けずに，家庭内保育という
風潮もあったそうだが，確かに事情が変化しているようだ。
（3）祖父母世代の働き方の変化と子育てにかかるお金
11月の調査の際に，偶然空港で見かけた川柳には，祖父母世代の子育てへのかかわりが
垣間見えた。孫を愛おしく思うもの，子のため孫のためにと大変ながらも子育てに精出し
ているものの中に，「今日は孫　遊びに来るぞ　年金日」といった句を見かけた。現代の
川柳特有の，皮肉や冗談の混じったものとも捉えられようが，明らかに数世代が一緒に暮
らしている，孫が出入りするのが日常，という筆者の抱くイメージとは異なっていること
が窺える。このことは，「がじゅまるの家」でも聞いた，祖父母世代はまだまだ自宅の外
で勤めている，という情報と合致するものであると思われた。確かに，まだ小さな孫の子
育てに手がかかる50代から60代は，勤めていても不思議はない。大島紬など家内に女性の
仕事があったかつての生活と今とでは変化してきて，祖母世代が外で働いて現金収入があ
ることが求められているのかもしれない。徳之島の子育ては相互扶助で支えられてきたが，全国的には子
育てはサービス化されたものである。島にも徐々に，英会話やピアノの教室，学習塾といった，いわゆる
子育てにはお金がかかると言われる教育産業が広がりつつあるという。また，低学年からスポーツ少年団
に入ることも増え，島外への遠征費が大きな負担だという声も聞いた。祖父母世代が金銭的な支援をした
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いと考えてもおかしくない。「がじゅまるの家」で話を伺ったファミリー・サポーターの方たちは，毎日
孫が出入りしていると話し，「これから孫を少年団の活動に送っていくので…」と去っていったが，祖父
母からこのような手厚いサポートの得られるケースは，すでに一般的なものではないのかもしれない。
（4）インターネットの普及
天城町保健センターで耳にした「都会と変わらない」という理由は，「近所を頼るより，まずはネット
で検索」ということだという。このことを聞いたとき，1回目の11月の調査初日であったため，徳之島の
子育てに対するイメージが崩れていくような思いであった。
これを裏付けるような話として，昼夜逆転して不登校になってしまった我が子をもつ母親の話を聴くこ
とができた。Wi-Fi 環境のある場所に夜な夜な出掛け，インターネットゲームをしていたという。当初，
夜中に家を出ている子にも気付かず，不登校の原因として，全く想像もできなかったことだったと語った。
このようなことは，徳之島に特徴的なことではなく，どこにでもありがちな話である。しかし，徳之島に
おけるインターネット環境に危惧の念を抱いているのは，「がじゅまるの家」の理事でスタッフの前田氏
である。氏は，「親世代（40～50代）と子供世代（中高校生）の，インターネットへの興味・関心，依存
度には大きな差がある。その差は，都会に比べて徳之島の方がはるかに大きく，親世代は子供たちがどの
ようなものに触れているか全く知らない。」と話す。インターネットの弊害が大きくなってしまう前にと，
自らインターネットの安心・安全な利用を啓発するための研修に余念がない。
現代におけるインターネットの恩恵は大きく，もはやなくてはならないものである。へき地教育での活
用も有効である。「かじゅまるの家」においても，インターネットを利用してこそ，育児支援サイトや掲
示板「しゃべらんば」の運営ができるのである。その弊害については多く語られているので，ここで改め
て筆者が取り上げることでもないが，重要なことは，徳之島の子育ての良さを支えてきたのは，人と人の
つながりであるということである。インターネットによるコミュニケーションはフェイス・トゥ・フェイ
スのそれがなくても，成立してしまう。アンケートに，徳之島の子育ての良さとして，「気軽に声をかけ
てもらえるから，子育て中に感じやすい孤独や孤立感を感じない」との記述があったが，子育てに疲れた
時，スマホやタブレットは自ら声をかけてはくれない。「若い人たちは，自分たちの言うことよりスマホ
で調べたことを信じる」と年長者が思い始めたら，島に残っている世代間の交流は確実に阻まれることだ
ろう。空港の川柳には「気掛かりは　スマホが言葉を忘れさせ」というものもあった。インターネットと
の付き合い方という面においても，今まさに岐路に立たされているのは徳之島だけでの問題ではない。
おわりに
調査前に抱いていた「子宝の島」に対するイメージ，実際に訪れた時のわずかなイメージのずれ，それ
らを解くべく，2回の調査で多くの方に会って，聞き取り調査，アンケート調査，音楽活動を行った。天
城町役場企画課の大久様をはじめ，伊仙町・徳之島町役場の総合戦略や子育て支援を担当されている職員
の方々，NPO 法人「 親子ネットワークがじゅまるの家」代表理事野中涼子様，理事の前田美千代様，そ
の他スタッフ，ファミリーサポーターの方々，ユイの里ケーブルテレビの有薗恵里香様，ほか聞き取り調
査にお集まりいただいた方々，音楽療法士の芳村美聡様，亀徳保育園名城園長様と名城事務長様，それぞ
れ多くの情報をいただいた。また，ふれあい音楽遊びに参加いただいた皆様，亀徳保育園保護者の方々に
はアンケートにご協力いただいた。この場を借りて，お礼を申し上げたい。
「がじゅまるの家」の理事・前田氏は「徳之島の良さと危うさは常に背中合わせ」と表現した。伝統の
闘牛の話や自殺率の高さ，長寿の島と言われる一方で若年層の死亡率の高いことなどに話が及んだ時であ
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る。しかし，子育てにおいて「危うさ」は似つかわしくない。筆者の感じた変化が「危うさ」につながる
ことのないよう，また，単に人口減への危機感だけに終始することのないよう，徳之島の子育ての良さを
維持してもらいたい。変わりつつあるとはいえ，日本が忘れかけたものの多くが残っているこの島が，日
本の将来に道筋を照らす手掛かりとして，永遠に「子宝の島」であり続けることを願う。
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